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☆民生委員・児童委員徽章は、幸せのクローバーに「み」

の文字と双葉で鳩をかたどり愛情と奉仕を表しています。
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新
年
を
迎
え
て

県
民
児
協
会
長

高

木

彦

治

新
春
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
多
難
な
激
動
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
福
島
原
子
力
発
電
所

の
爆
発
事
故
で
放
射
能
汚
染
が
各
地
域

に
広
が
り
、
十
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
見

通
し
が
つ
か
な
い
災
害
に
、
被
災
地
の

方
々
の
新
年
は
い
か
ば
か
り
か
と
思
い

ま
す
。
全
国
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者

が
戦
後
で
最
も
多
い
二
百
万
人
を
超
え

た
、
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
灯
台
と
し
て
の
民
生
委
員
児
童

委
員
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
一
年
が
か
り
で
六
月

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
研
究
協
議
会
の
当
番
県
と
し
て
準

備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
、
当

初
予
定
し
て
い
た
水
戸
市
内
の
会
場
が

使
え
ず
、
急
遽
、
大
洗
に
変
更
し
て
の

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
水
戸
駅
と
会
場
間
の
送
迎
や
受
付
、

会
議
の
運
営
等
々
い
ろ
い
ろ
不
便
な
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
関
係
各
位
の
大
変
な
ご
協
力
に

よ
り
、
参
加
さ
れ
た
各
都
県
市
の
皆
様

か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
手
前
味

噌
に
な
り
ま
す
が
、
好
評
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
一
一
年
の
「
今
年
の
漢
字
」
は

「
絆
」、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
、

福
祉
の
増
進
に
努
め
、
地
域
の
絆
を
深

め
、
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
す

す
め
、
期
待
さ
れ
る
委
員
と
な
る
こ
と

を
願
い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

木
々
の
紅
葉
が
一
段
と
美
し
い
晩
秋
の

十
一
月
二
十
五
日
、
第
三
十
回
茨
城
県
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
茨
城
空
港
近
く

の
小
美
玉
市
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ア
ピ

オ
ス
」
を
会
場
に
、
県
内
民
児
協
代
表
の

多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
第
三
十
回
大
会
の
節
目
の
大

会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
段
と
熱
の
こ

も
っ
た
高
木
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、

顕
彰
が
行
な
わ
れ
、
県
民
児
協
会
長
表
彰

五
百
五
十
七
名
、
全
民
児
連
会
長
表
彰
十

二
名
、
優
良
民
児
協
一
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方

に
対
し
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
、
受
賞
者
代
表
謝

辞
に
続
き
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
と
地
域
復
興
支
援
、
住
民
の
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
式
典

が
終
了
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
後
半
は
、「
剣
聖

塚
原

卜
伝
の
生
涯
」
と
題
し
て
、
卜
伝
と
同
じ

く
鹿
島
町
（
現
鹿
嶋
市
）
出
身
で
、
鹿
島

神
宮
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
神
社
の
宮
司

を
務
め
て
こ
ら
れ
、
そ
の
傍
ら
、
四
十
年

に
わ
た
り
卜
伝
の
研
究
を
さ
れ
て
き
た
郷

土
史
家
の
矢
作
幸
雄
氏
に
よ
る
講
演
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

卜
伝
は
、
周
知
の
と
お
り
、
戦
国
時
代

に
活
躍
し
た
生
涯
無
敗
の
伝
説
を
有
す
る

「
剣
豪
」
で
す
。
卜
伝
と
言
え
ば
、
こ
れ

ま
で
兎
に
も
角
に
も
そ
の
剣
豪
ぶ
り
を
象

徴
す
る
物
語
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
矢

作
氏
の
講
演
で
は
、
卜
伝
の
人
間
性
や
生

涯
に
も
細
か
く
触
れ
ら
れ
、
後
世
に
「
剣

聖
」
と
ま
で
称
さ
れ
る
卜
伝
の
存
在
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

矢
作
氏
の
講
演
を
通
じ
て
、
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
立
ち
向
か
う
今
こ
そ
、
戦
国

時
代
を
強
く
生
き

抜
い
た
卜
伝
の
生

き
方
に
学
び
、
一

人
ひ
と
り
が
く
じ

け
ず
、
前
向
き
に

生
き
て
い
く
と
い

う
心
の
あ
り
方
が

大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

第
三
十
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

県
民
児
協
評
議
員

河

野

進

�第６８号 ２０１２年（平成２４年）１月１５日民児協いばらき
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新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

橋

本

昌

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
地
域
住

民
の
方
々
に
対
す
る
様
々
な
相
談
や
援

助
活
動
を
通
し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第

一
原
発
の
事
故
な
ど
、
大
変
な
一
年
で

し
た
。

本
年
は
、
本
県
を
再
び
発
展
の
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
の
重
要
な
年
で
あ
り
、

震
災
被
災
者
の
支
援
や
復
旧
・
復
興
工

事
の
推
進
、
原
発
事
故
へ
の
適
切
な
対

応
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時

に
、
引
き
続
き
、
生
活
大
県
の
実
現
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
地
域
医
療
の
充
実
、
少
子
化

対
策
の
推
進
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
、
障
害
者
の
自
立
支
援
な

ど
に
力
を
注
ぎ
ま
す
と
と
も
に
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
や
霞
ヶ
浦
の
浄
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
明
日
の
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
基

礎
と
な
る
「
人
づ
く
り
」
の
た
め
、
理

数
教
育
や
国
際
理
解
教
育
の
充
実
な
ど

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
企
業
誘
致
や
中
小
企
業
の

振
興
、
農
業
改
革
の
推
進
、
観
光
の
振

興
な
ど
、
活
力
あ
る
茨
城
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
、
本
県
の
社
会
福
祉
向
上
の
た

め
、
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の

一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

第
八
十
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
十
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
、
青
森

市
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
高
木
会
長
は

じ
め
三
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
主
会
場
の
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ

に
全
国
四
十
七
都
道
府
県
・
十
八
政
令
指

定
都
市
か
ら
約
三
千
数
百
名
が
一
堂
に
会

し
盛
大
に
開
会
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

津
軽
三
味
線
の
、
繊
細
で
力
強
い
演
奏

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
後
、
全
民
児
連
会
長
、

主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
八
十
ヵ
所
の

優
良
民
児
協
全
民
児
連
会
長
表
彰
に
お
い

て
、
本
県
で
は
小
美
玉
市
美
野
里
民
児
協

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
三
浦
雄
一

郎
氏
の
特
別
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

氏
は
青
森
市
の
ご
出
身
で
、
ス
キ
ー
に

お
い
て
、
数
々
の
世
界
記
録
を
樹
立
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年
に
は
息
子
さ
ん
と
共
に
七
十

歳
七
ヵ
月
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
、
こ
れ
も

当
時
の
世
界
記
録
で
し
た
。

二
○
○
八
年
に
は
七
十
五
歳
で
二
度
目

の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

八
十
歳
に
な
っ
た
現
在
も
、
再
挑
戦
す

る
夢
を
捨
て
ず
に
努
力
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

こ
の
よ
う
に
、「
あ
き
ら
め
な
い
心
を

持
つ
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
い
う

氏
の
実
践
を
礎
に
、《
絆
忘
れ
ち
ゃ
い
ま

せ
ん
か

大
切
な
も
の
を

〜
人
生
の
最

高
峰
に
向
か
っ
て
得
た
も
の
〜
》
と
題
し

た
講
義
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
﹇
青
森
ね
ぶ
た
﹈

の
お
囃
子
や
、
撥
ね
子
の
実
演
が
あ
り
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
十
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

「
活
動
交
流
会
」
が
青
森
市
内
各
会
場
に

分
散
し
て
開
催
さ
れ
、
高
木
会
長
が
第
四

活
動
交
流
会
の
運
営
責
任
者
と
し
て
、
任

務
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
評
議
員

大

保

公
比
己

� ２０１２年（平成２４年）１月１５日 第６８号民児協いばらき
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平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
六
日
〜
二
十

七
日
の
二
日
間
、
全
国
か
ら
九
十
六
名
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
加
し
て
、
相

談
技
法
研
修
会
が
東
京
都
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
本
県
か
ら
は
梶
文
雄
評
議
員
、
私

の
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
日
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学：
福

山
和
女
教
授
に
よ
る
講
義
「
相
談
援
助
面

接
の
基
本
�－

対
人
援
助
の
基
本
的
な
視

点
、
知
識
・
技
術
、
態
度－

」
で
し
た
。

六
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
な
が
ら

良
い
答
え
を
導
く
方
法
で
し
た
。
特
に
四

十
歳
で
Ｉ
Ｑ
四
十
の
息
子
を
六
十
五
歳
の

強
い
腰
痛
持
ち
の
母
が
、
息
子
を
自
活
で

き
る
よ
う
に
四
十
年
間
躾
け
て
き
て
、
作

業
所
で
働
け
る
ま
で
に
し
た
事
例
で
は
、

母
の
老
齢
化
に
伴
い
介
護
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
施
設
側
の
接
し
方
に

よ
っ
て
は
、
自
立
を
台
な
し
に
す
る
こ
と

も
あ
り
、
介
護
す
る
側
及
び
そ
の
間
を
繋

ぐ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
充
分
に
深

く
観
察
、
理
解
し
て
発
言
し
行
動
す
る
必

要
が
あ
る
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
日
は
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学：

山
崎
美
貴
子
顧
問
に
よ
る
「
相
談
援

助
面
接
の
基
本
�
」
は
具
体
的
な
対
応
の

仕
方
を
事
例
に
基
づ
い
て
の
ご
指
導
で
、

家
族
関
係
図
等
の
作
成
を
事
例
を
使
っ
て

具
体
的
に
学
び
な
が
ら
も
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
抱
え
込
ん
で
は
い
け
な
い
、

関
係
機
関
と
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
と
強

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
お
い
て
、
実
際
の
事
例

を
元
に
相
談
援
助
者
と
し
て
の
状
況
理
解

や
、
対
人
援
助
の
た
め
の
基
本
的
な
知
識
、

技
術
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
〈
事
例
研
修
〉
に
参
加
し
て

県
民
児
協
評
議
員

長

濱

隆

夫

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
児
童
福
祉
部
会
委
員

染

谷

法

子

平
成
二
十
三
年
度
全
国
主
任
児
童
委
員

研
修
会
が
、
去
る
十
一
月
十
四
日
〜
十
五

日
に
新
潟
県
湯
沢
町
で
、
全
国
か
ら
二
百

五
十
三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
本
県

か
ら
は
六
名
の
主
任
児
童
委
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
日
目
は
行
政
説
明
に
続
い
て
全
体
会

で
昭
和
女
子
大
学
高
橋
久
雄
教
授
の
「
児

童
委
員
活
動
の
推
進
と
主
任
児
童
委
員
の

役
割
〜
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
活
動

の
強
化
〜
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
活
動
は
顔
の
見
え
る
関
係
が
基
盤
と
な

り
、
児
童
委
員
と
し
て
の
寄
り
添
い
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
」
で
地
域
社
会

の
循
環
的
な
良
い
流
れ
が
で
き
、
児
童
家

庭
福
祉
の
啓
発
や
課
題
を
抱
え
る
親
子
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
」
を

視
点
に
、
子
育
て
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
る
関
係
者
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
迎

え
、
知
育
特
性
に
応
じ
た
活
動
発
表
が
あ

り
、
地
域
活
動
に
主
任
児
童
委
員
が
積
極

的
に
関
わ
り
、
地
域
を
知
る
こ
と
が
重
要

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
分
科
会
で
は
、
私
は
「
関
係

機
関
や
専
門
職
と
の
連
携
強
化
の
た
め

に
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
専
門
機
関
と
良

い
協
働
関
係
を
維
持
す
る
に
は
、

・
互
い
に
顔
と
名
前
が
一
致
す
る
関
係

づ
く
り

・
専
門
用
語
を
理
解
す
る
。

・
専
門
性
や
権
限
の
限
界
を
お
互
い
に

理
解
す
る
。

価
値
観
の
違
い
、
国
や
文
化
の
違
い
と

多
様
性
を
受
け
と
め
た
相
談
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
研
修
会
参
加
は
私
に

と
っ
て
大
き
な
収
穫
に
な
り
ま
し
た
。
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地 区 民 児 協 だ よ り地 区 民 児 協協 だだ よよ りり
日
立
市
は
関
東
平
野
の
北
端
、
茨
城
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
西
は
阿
武
隈

山
系
に
連
な
り
、
東
は
起
伏
に
富
ん
だ
太
平
洋
の
海
岸
線
を
臨
み
、
穏
や
か
な

気
候
、
山
、
海
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
す
。

日
立
市
に
は
十
一
地
区
の
民
児
協
が
あ
り
、
私
た
ち
助
川
地
区
民
児
協
は
三

十
六
名（
う
ち
主
任
児
童
委
員
二
名
）の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
主
に
市
の
中
心
市

街
地
及
び
海
岸
部
分
を
含
む
住
宅
地
域
を
担
当
地
区
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
と
し
て
、
主
に
次
の
五
つ
の
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

①

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
基
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
災
害
時
要

援
護
者
の
把
握
に
努
め
、
ま
た
、
見
守
り
委
員
会
に
よ
る
統
一
し
た
見
守
り

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

②

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
市
社
協
が
運
営
す
る
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
支
援
協
力
し
、
ま
た
、
地
区
内
の
小
中
学
校
と
定
期
的
に
懇
談
会

を
設
け
、
児
童
の
実
態
を
把
握
し
、
学
校
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

③

他
地
区
民
児
協
の
視
察
や
講
師
を
招
い
た
研
修
会
を
開
催
し
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
委
員
相
互
の
連
携
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

④

各
委
員
の
体
験
に
基
づ
く
活
動
事
例
を
発
表
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
、
問
題
解
決
と
相
互
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑤

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護
予
防

や
生
き
が
い
づ
く
り
、
孤
独
感
を
癒
す
た
め
、
食

事
会
や
催
し
物
等
を
企
画
し
た
一
日
集
会
を
実
施

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
福
祉
関
係
者
や
行
政
な
ど
関

係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
地
域
福
祉
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
未
曾
有
の
震
災
は
、
今
も
行
方
市
内
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
破
損
箇
所
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
家
屋
が
見
受
け
ら
れ
、
先
が

見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

誰
も
が
予
想
し
て
い
な
い
こ
の
震
災
に
直
面
し
、
当
初
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
何
が
で
き
た
の
か
？
今
後
何
が
で
き
る
の
か
？
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
で
き
る
こ
と
と
し
て
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運

動
」の
推
進
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
北
浦
地
区
民
児
協
二
十
三
名（
う

ち
主
任
児
童
委
員
二
名
）
も
今
回
の
震
災
時
に
、
安
否
確
認
や
水
や
食
料
を
配

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
分
な
活
動
が
で
き
た
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
だ
か

ら
こ
そ
、
日
頃
の
備
え
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
民
児
協
は
、
重
点
目
標
を
五
つ
掲
げ
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民

が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
生
活
支
援
相
談
や
見
守
り
を
中
心
に
行

政
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

日
々
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
委
員
相
互
が
連
携
し
、
地
域
住
民
の

一
番
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
地
域
の
実
態

を
把
握
し
住
民
の
側
に
立
っ
た
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
も
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日日立立市市

日
立
市
助
川
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

日
立
市
助
川
地
区
民
児
協
会
長

小
室

正
行

行行方方市市

行
方
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

行
方
市
北
浦
地
区
民
児
協
会
長

五
十
野

道
夫
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地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協 だ よ り
茨
城
県
南
西
部
に
位
置
し
、
筑
波
の
峰
を
望
む
当
市
は
、
六
市
町
村
の
合
併

や
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
な
ど
で
人
口
が
増
加
し
、
平
成
十
九
年
四
月

に
は
人
口
約
二
十
万
人
の
特
例
市
と
な
り
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
民
児
連
協
は
、
旧
町
村
単
位
の
六
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
定

員
は
二
百
五
十
六
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
十
五
名
）
で
、
昨
年
一
名
増
員
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

各
地
区
で
月
一
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
で
は
、
行
政
に
よ
る
福
祉
制
度
の
概

要
説
明
や
、
福
祉
関
連
施
設
の
視
察
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
共
通
し
て
自
殺
予
防
対
策
研
修
を
行
い
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
う
つ
病
に

対
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
研
修
内
容
と
し
て
は
、
精
神
障

が
い
の
あ
る
方
々
を
定
例
会
に
招
き
、
貴
重
な
体
験
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
重
い
精
神
疾
患
を
患
い
な
が
ら
も
、
周
囲
の
支
え
で
乗
り
越
え
ら
れ
た

お
話
を
傾
聴
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
支
援
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
研
修
内
容
で
し
た
。

こ
の
研
修
は
、「
社
会
福
祉
法
人

ゆ
っ
こ
ら
」
の
ご
協
力
の
も
と
、
実
現

し
た
も
の
で
す
。
体
験
発
表
の
ほ
か
に
、
ゆ
っ
こ

ら
職
員
に
よ
る
精
神
障
が
い
に
つ
い
て
の
講
習
も

あ
り
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で
、
委
員
か
ら
も

好
評
で
し
た
。

高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、

生
活
困
窮
世
帯
な
ど
、
我
々
が
か
か
わ
る
ケ
ー
ス

は
様
々
で
す
。
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度
化

す
る
現
代
に
お
い
て
、
相
談
内
容
も
多
種
多
様
で

あ
り
、
幅
広
い
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
研
修
を
重
ね
る
こ
と
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
の
資
質
を
高
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
城
市
の
主
任
児
童
委
員
は
、
中
学
校
三
校
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を

担
当
す
る
三
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
定
例
会
で
は
八
地
区
に
別
れ
た

班
に
属
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
と
一
緒
に
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、
委
員
相
互
の
意
思
疎
通
が
で
き
、
そ
の
後
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
つ
の
事
項
別
委
員
会
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
関
係

に
属
し
、
主
任
児
童
委
員
三
名
は
他
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
共
に
、
児
童

に
関
す
る
研
修
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
ま
、
地
域
社
会
や
家
庭
の
崩
壊
・
個
人
主
義
・
無
縁
社
会
な
ど
、
社
会
の

歪
み
の
し
わ
寄
せ
が
、
子
ど
も
達
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
平
成
二
十

二
年
度
虐
待
相
談
対
応
件
数
が
五
五
、
一
五
二
件
に
上
り
、
一
昨
年
よ
り
一
万

件
以
上
増
え
、
虐
待
防
止
法
施
行
前
の
四
・
七
倍
と
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

虐
待
大
国
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
約
三
百
万
件
の

虐
待
通
報
が
あ
り
、
約
七
十
七
万
件
の
虐
待
認
定
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
屋
内
外

を
問
わ
ず
一
人
に
す
る
こ
と
も
通
報
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
日
本
も
こ
の
ま
ま
進
む

と
、
ア
メ
リ
カ
並
み
の
対
応
を
と
ら
な
け

れ
ば
、
虐
待
が
防
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
や
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
、

要
保
護
児
童
地
域
対
策
協
議
会
等
を
積
極

的
に
活
用
し
、
子
ど
も
達
の
よ
り
よ
い
発

育
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

つつくくばば市市

つ
く
ば
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

つ
く
ば
市
豊
里
地
区
民
児
協
会
長

田
村

只
雄

結結城城市市

主
任
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

結
城
市
主
任
児
童
委
員

鈴
木

龍
穏
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◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
研
修
に
つ
い
て

都
道
府
県
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

「
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
っ

た
計
画
の
樹
立
」
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
政
府
が
推
進
す
る
地
方
分
権

改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
八

月
に
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
成

立
し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
民
生
委
員
法
、

児
童
福
祉
法
の
一
部
も
改
正
さ
れ
、「
都

道
府
県
知
事
は
、
民
生
委
員（
児
童
委
員
）

の
指
導
訓
練
（
研
修
）
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
民
生
委
員
法
第
十
八
条
、

児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
二
）
こ
と
に
な

り
、
研
修
は
知
事
が
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
の
様
々
な
福
祉
課
題
に
向
き
合
っ

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
と
っ
て
、

資
質
向
上
を
図
る
研
修
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
県
と
い
た
し
ま

し
て
は
引
き
続
き
県
民
児
協
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
研
修
内
容
を
充
実
し
、
継
続
的

か
つ
一
貫
性
を
も
っ
て
研
修
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
）

○
全
民
児
連
か
ら
の
義
援
金
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
全
国
の
民
児
協
か
ら
の
義
援
金

に
つ
い
て
、
全
民
児
連
で
は
被
災
状
況
に

応
じ
て
、
順
次
お
見
舞
い
金
を
配
分
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
（
全
壊
が
八
万
円
、

半
壊
が
三
万
円
、
一
部
損
壊
が
一
万
円
、

い
ず
れ
も
居
宅
の
み
が
対
象
）。

全
民
児
連
で
集
計
し
た
被
災
状
況
か
ら

の
抜
粋
は
左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
本
県

は
他
の
被
災

地
に
比
し
、

一
部
損
壊
が

突
出
し
て
多

く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

県
内
市
町
村

間
で
も
突
出

し
て
多
い
と

こ
ろ
が
あ
る

な
ど
バ
ラ
ツ

キ
が
顕
著
で

す
。
市
町
村

で
の
精
査
後
、

一
部
損
壊
に

つ
い
て
は
、

辞
退
さ
れ
る
方
々
も
出
て
お
り
、
本
県
で

は
こ
の
数
値
よ
り
少
な
く
な
る
見
込
み
で

す
。な

お
、
県
民
児
協
の
互
助
事
業
で
は
、

居
宅
・
居
宅
以
外（
車
庫
、
倉
庫
、
塀
等
）

の
全
壊
、
半
壊
が
対
象
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
状
況
で
は
、
居
宅
以
外
の
塀
の
半
壊

が
特
に
多
い
た
め
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
互
助
事
業
運
営
委
員
会
、
理
事
会
、

評
議
員
会
で
審
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

○
関
ブ
ロ
活
動
研
究
協
議
会
報
告
書

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
〜
二
十

四
日
の
両
日
、
本
県
の
民
児
協
が
当
番
と

な
っ
て
開
催
し
た
第
七
十
一
回
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協

議
会
の
報
告
書
が
、
実
行
委
員
会
記
録
班

に
よ
り
、
こ
の
度
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
十
九
都
県
市
及
び
参

加
者
、
全
民
児
連
、
来
賓
、
講
師
、
茨
城

県
、
実
行
委
員
、
市
町
村
等
に
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

県県県県県県県県県県県県県県県県県県
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららら
のののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせ

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

昨
年
は
誰
も
が
予
期
せ
ぬ
大
震
災
に
よ

り
、
多
く
の
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
国
力
を
挙
げ
て
復
興
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
な
お
、
不
自

由
に
耐
え
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
に
、
一
日

も
早
く
穏
や
か
な
日
が
訪
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
一
丸

と
な
り
、
各
関
係
機
関
や
地
域
と
の
絆
を

強
め
、
不
安
を
抱
く
方
々
へ
の
「
燈
台
の

灯
り
」
と
な
り
、
人
々
が
明
る
い
心
で
過

ご
せ
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
指
導

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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